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収
集
回
数
の
削
減
方
針
に

「
紙
お
む
つ
を
使
っ
て
い
る
の

で
に
お
い
が
困
る
」
「
家
族
の

人
数
が
多
い
の
で
ご
み
が
多

く
置
い
て
お
け
な
い
」
「
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
収
集
回
数
を
減
ら
す
理

由
を
「
資
源
化
へ
の
市
民
意
識

を
高
め
、
ご
み
を
減
量
す
る
」

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
み

減
量
化
は
、
「
封
筒
や
菓
子
箱

な
ど
資
源
化
で
き
る
紙
類
」
の

分
別
に
よ
る
資
源
化
や
、
生
ご

み
の
水
切
り
な
ど
、
収
集
回
数

を
減
ら
さ
な
く
て
も
で
き
る
こ

三番瀬で迎える初日の出
　船橋市の前面に広がる東京湾の干潟、三番瀬。江戸前

の漁場であり、野鳥の楽園だ。この海を埋め立て、巨大

な道路を作る計画は、「三番瀬の豊かな自然を守ろう」と

市民が立ち上がって止めてきた。

　元日の朝、三番瀬には多くの市民が集い、初日の出を

迎える。この素晴らしい自然を守ろうと心に誓う。

船橋再発見
今
年
10
月
か
ら
船
橋
市
は
、
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の

収
集
回
数
を
、
週
３
回
か
ら
２
回
に
す
る
方
針
で
す
。

家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
を
減
ら
す
な

と
で
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
と
言
い

ま
す
が
、
船
橋
市
は
こ
こ
10
年

間
で
人
口
は
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
家
庭
系
可
燃
ご

み
の
総
排
出
量
は
減
少
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
は
市
民
の
努

力
に
よ
っ
て
1
人
１
日
当
た
り

の
ご
み
排
出
量
が
毎
年
減
少
し

続
け
た
結
果
で
す
。

　

人
口
が
増
え
て
、
そ
れ
に

伴
っ
て
ご
み
の
量
が
増
え
た
と

言
う
な
ら
違
っ
た
議
論
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ご
み
が
減
少
し
続
け
て
い

る
今
、
ご
み
減
量
に
向
け
た
市

民
の
努
力
を
仇
で
返
す
様
な
や

　

自
衛
隊
習
志
野
演
習
場
で
行

わ
れ
た
「
降
下
訓
練
始
め
」
に

沖
縄
の
「
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
」

と
ア
ラ
ス
カ
の
「
ス
パ
ル
タ
ン

旅
団
」
の
２
部
隊
80
名
の
米
兵

が
参
加
し
、
10
日
間
に
わ
た
っ

て
習
志
野
基
地
に
滞
在
し
、
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
兵
の

参
加
は
昨
年
の
15
名
に
続
き
、

2
回
目
で
す
が
、
規
模
も
期
間

も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
は
地
元
自
治
体
に
対

し
昨
年
は
事
前
に
照
会
を
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
市
に
通
知
を

送
っ
た
だ
け
で
、
く
わ
し
い
説

明
も
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
日
米
共
同
演
習
だ
か
ら
と

米
軍
が
習
志
野
演
習
場
を
繰
り

返
し
使
用
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
な
ど
米
軍
基
地

周
辺
で
事
件
や
事
故
を
繰
り
返

し
て
き
た
米
兵
の
基
地
外
へ
の

外
出
に
つ
い
て
も
「
米
軍
の
指

揮
官
の
判
断
」
と
、
自
衛
隊
基

地
で
あ
り
な
が
ら
防
衛
省
は
米

軍
に
も
の
も
言
え
な
い
態
度
で

す
。

　

昨
年
の
９
月
議
会
で
市
の

２
０
１
６
年
度
決
算
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
剰

余
金
は
39
・
９
億
円
。
繰
り
越

し
分
を
除
い
た
実
質
収
支
額

は
25
・
８
億
円
。
そ
の
う
ち
22
・

８
億
円
を
財
源
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

剰
余
金
積
立
後
の
財
調
残
高

は
１
９
４
・
６
億
円
。
依
然
と

し
て
高
水
準
の
状
態
に
あ
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
歳
出
の
不
用
額

２
０
１
６
年
度
決
算

は
１
０
１
・
６
億
円
。
記
録
に

残
っ
て
い
る
限
り
市
政
史
上
初

め
て
１
０
０
億
円
を
超
え
る
不

用
額
を
計
上
し
、
財
調
の
取
り

崩
し
額
を
予
算
の
83
・
８
億
円

か
ら
70
億
円
へ
と
14
億
円
近
く

圧
縮
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

民
生
費
の
不
用
額
は
43
・
７
億

円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

不
要
不
急
の
浪
費
的
事
業
に

つ
ぎ
込
む
一
方
、
福
祉
を
削
り

市
民
生
活
を
後
回
し
に
し
て
多

額
の
財
源
を
浮
か
せ
、
さ
ら
な

る
浪
費
事
業
の
た
め
の
潤
沢
な

積
立
金
を
維
持
す
る
、
と
い
う

財
政
運
営
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
立
図
書
館
の
民
営
化
を

強
行
し
た
こ
と
、
巨
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル

タ
ウ
ン
構
想
」
を
推
進
し
た
こ

と
な
ど
も
指
摘
し
、
一
般
会

計
決
算
の
認
定
に
反
対
し
ま
し

た
。
同
決
算
は
日
本
共
産
党
以

外
の
全
て
の
会
派
が
賛
成
し
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

習
志
野
演
習
場
の
「
降
下
訓
練
始
め
」
に

米
軍
部
隊
が
参
加

　

習
志
野
基
地
は
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
を
行
う
基
地
と

し
て
は
国
内
最
小
で
、
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
場
外
降
着
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
。
降
下
訓
練

そ
の
も
の
が
危
険
で
あ
り
容
認

で
き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
暮
れ
、
日
本
共
産
党
は

防
衛
相
に
対
し
米
軍
参
加
の
訓

練
中
止
と
習
志
野
基
地
で
の
降

下
訓
練
の
中
止
を
申
し
入
れ
る

と
と
も
に
、
船
橋
市
長
に
、
米

軍
の
参
加
に
反
対
す
る
よ
う
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

り
方
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
を
無
理
や
り
困
ら
せ
て

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
と
い
う

や
り
方
自
体
が
強
権
的
で
、
市

民
主
権
に
反
し
ま
す
。

　

な
に
よ
り
自
宅
に
長
時
間
ご

み
を
置
く
こ
と
に
な
る
収
集
回

数
の
削
減
は
、
市
の
環
境
衛
生

事
業
の
後
退
で
あ
り
、
３
回
収

集
を
守
る
べ
き
で
す
。

陸上自衛隊第1ヘリコプター団所属のＣＨ４７から降下する、

アラスカ米軍第２５師団第４歩兵旅団戦闘団の隊員

く
ら
し
削
り
無
駄
遣
い
の
た
め
の
積
立
金
を
維
持

日本共産党船橋市議団ニュース
２０１8年2月　No.220
日本共産党船橋市委員会
船橋市二和東 6ー 41ー 20
TEL.047（440）5240
市議団控室【船橋市役所内】
TEL.047（436）3030
FAX.047（420）7201

3,497
823

弁護士と議員が相談を受けます
労働相談も受けています

 2 月  14 日（水）
 3 月  22 日（木）
中央公民館
（部屋は１Ｆ入口案内板に掲示）

日本共産党船橋市議団
☎ 047(436)3030

要
予
約

午後１時
　   ～４時と　き

ところ
主催・
連絡先
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来
年
度
の
国
保
広
域
化
に
向

け
、
県
は
11
月
、
船
橋
市
の
国

保
料
は
２
０
１
６
年
度
と
比
べ

て
一
人
あ
た
り
年
間
３
１
３
２

円
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
公
表

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
市
が
行
っ
て
き
た
保

険
料
軽
減
の
た
め
の
繰
入
れ
分

（
１
人
あ
た
り
１
万
５
６
８
０

円
）
を
含
ん
だ
も
の
で
、
繰

　

船
橋
市
は
、
市
税
条
例
の
資

本
金
１
億
円
以
下
の
法
人
へ
の

規
定
に
「
改
正
漏
れ
」
が
あ
る

と
し
て
、
昨
年
10
月
27
日
に
是

正
す
る
た
め
の
臨
時
議
会
を
開

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
改
正
漏

れ
が
発
覚
し
た
以
降
も
、
条
例

に
根
拠
の
な
い
税
率
で
徴
収
を

続
け
、
「
重
大
な
ミ
ス
だ
が
、

違
法
で
は
な
い
」
と
開
き
直
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
提
案
さ
れ
た
条
例

は
、
税
率
の
変
更
を
、
４
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
し
増
税
す

る
、
と
い
う
「
法
の
不
遡
及
」

と
い
う
原
則
を
無
視
す
る
内
容

で
す
。

　

改
正
条
例
の
起
案
が
不
適
切

だ
っ
た
こ
と
や
、
改
正
漏
れ
発

　

市
の
下
水
道
事
業
会
計
を
企

業
会
計
方
式
に
す
る
条
例
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
事

業
を
民
営
化
す
る
条
件
整
備
で

す
。
総
務
省
が
公
共
下
水
道
の

民
営
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
責
任
は
自
治
体
が
持
つ

と
は
い
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
公
共
下
水
道
を
民
間
に
売

却
し
、
運
営
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
利
益
を
上
げ
る
た

大
幅
引
き
上
げ
ス
ト
ッ
プ
を

国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料

防
犯
灯
の
管
理
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

合
わ
せ
行
政
に
移
管
を

市
税
条
例　

問
題
は
放
置
さ
れ
可
決
に

公
共
下
水
道
の
民
営
化
狙
う
条
例
変
更

結果 共産 自由 公明 市民 民進 清風 研政

市税条例等の一部を改正する条例（臨時議会） △ △ △ △ △ △ △ △

市税条例の一部を改正する条例　修正案（第4回定例会） × ○ × × ○
×：3 × ○

退：1 ○

市税条例等の一部を改正する条例　原案（第4回定例会） ○ × ○ ○ ×
○：3

○
退：2 ○ 退

下水道事業の設置等に関する条例（第4回定例会） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

核兵器禁止条約への参加を求める意見書（第3回定例会） × ○ × × ○ ○ × ×

国民健康保険の都道府県化による引き上げをせず、国民健康保険料の
引き下げを求めることに関する陳情（第3回定例会） × ○ × × × × × ×

高齢者外出支援の拡充に関する陳情（第3回定例会） × ○ × × ○ × × ×

住民の健康増進と東京オリンピック・パラリンピックに向けて受動喫
煙防止条例の早期制定に関する陳情（第3回定例会） ○ ○ ○ ○ ○

×：2 ○ ○ ○

市長提出議案・日本共産党提案意見書・陳情への態度

入
れ
を
減
ら
せ
ば
さ
ら
に
大
幅

な
国
保
料
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。
市
は
「
来
年
度
予
算
編
成

の
中
で
決
め
る
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
く
ら
し
の
厳
し
さ
が
増

す
中
で
引
き
上
げ
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
介
護
保
険
料
も
現
行
基

準
月
額
４
９
６
０
円
を
、
来
年

度
は
月
額
５
０
０
０
円
台
後
半

覚
後
の
市
の
対
応
、
改
正
条
例

の
内
容
な
ど
問
題
が
多
く
、
臨

時
議
会
で
は
議
決
で
き
ず
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
定
例
会
の
本
会
議

で
、
賛
成
多
数
で
条
例
は
成
立

し
ま
し
た
が
、
「
市
民
共
生
の

会
」
は
、
３
人
が
賛
成
で
５
人

が
反
対
、
そ
の
他
、
５
人
の
議

員
が
議
場
を
退
席
す
る
な
ど
、

議
論
が
尽
く
さ
れ
た
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
対
応
や
「
法
の

不
遡
及
」
な
ど
の
問
題
は
、
何

も
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

再
発
防
止
策
や
「
法
の
不
遡

及
」
の
あ
り
方
に
、
禍
根
が
残

る
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

め
に
、
受
益
者
負
担
（
市
民
負

担
）
が
増
大
し
て
い
く
一
方
で

す
。
さ
ら
に
、
災
害
へ
の
備
え

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

機
能
拡
充
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

公
共
下
水
道
の
公
共
性
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
日
本
共
産

党
は
民
営
化
を
狙
う
条
例
変
更

に
反
対
し
ま
し
た
。

市
税
条
例
は
、
総
務
委
員
会
で
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
税
す
る
こ
と

を
や
め
る
修
正
案
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
会
議
で

は
修
正
案
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
。
市
長
が
提

案
し
た
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
回
定
例
会
・
臨
時
議
会
・
第
4
回
定
例
会

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
と
陳
情

　日本共産党の市民アンケートにご協力いた

だきありがとうございました。２０１７年８月

７日までに１１７３通の回答が寄せられまし

た。

　11 月 21 日、日本共産党市議団は松戸徹市

長に、アンケートにもとづいた「２０１８年度・

船橋市予算にかかる要望書」を提出しました。

　要望書に載せきれなかった項

目については、それぞれの地域

担当議員が現地を調査し、改善

にとりくんでいきます。

　今後も皆さんからの要望や公

約実現に向けて、力を尽くしてい

きます。

市民アンケートをもとに
要望書を市長に提出

アンケートの集計から抜粋
❶暮らしについて
去 年 と 比 較してきびしく
なっていると感じますか ?

❷ 優先的に実施してほしい政策（複数回答の集計）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

 

 

 

国保や介護などの保険料の引き下げ

医療

高齢者福祉

生活道路整備や歩行者の安全対策

保育・子育て支援

平和・基地

自然エネルギーの活用

学校教育

防災対策

乱開発防止や自然環境保全

590
回答数

425

415

377

320

245

233

205

195

180

50.350.3

36.236.2

35.435.4

32.132.1

27.327.3

20.920.9

19.919.9

17.517.5

16.616.6

15.315.3

へ
と
大
幅
引
き
上
げ
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
の
年
度
末

介
護
保
険
積
立
金
の
見
込
み
は

31
億
円
で
、
活
用
す
れ
ば
月

５
６
０
円
の
保
険
料
引
き
下
げ

が
可
能
で
す
。
高
す
ぎ
る
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

船
橋
市
で
は
市
内
の
防
犯
灯

に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
す
す

め
て
い
ま
す
が
、
防
犯
灯
の
設

置
や
維
持
管
理
は
町
会
自
治

会
が
行
い
、
市
は
そ
れ
に
対
し

補
助
金
を
出
し
て
い
る
だ
け
で

す
。

　

こ
の
防
犯
灯
の
こ
と
で
、
い

く
つ
も
の
町
会
自
治
会
関
係
者

か
ら
「
防
犯
灯
の
管
理
は
本

来
、
市
の
仕
事
で
は
な
い
か
、

市
の
仕
事
を
自
分
た
ち
は
肩
代

わ
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
か

「
町
会
の
防
犯
灯
管
理
の
負
担

が
重
い
、
も
っ
と
改
善
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

千
葉
市
や
習
志
野
市
、
八
千

代
市
な
ど
近
隣
市
で
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
合
わ
せ
て
防
犯
灯
の
管

理
を
町
会
自
治
会
か
ら
市
に
移

管
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
も
い
っ
き
に
行
い
、
町
が

明
る
く
な
り
、
市
の
電
気
料
金

負
担
が
大
幅
削
減
さ
れ
、
さ
ら

に
町
会
自
治
会
の
管
理
の
た
め

の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
と
大
変

歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
44
％

１
万
７
千
７
６
３
灯
で
、
ま
だ

２
万
２
千
７
９
９
灯
が
残
っ
て

い
ま
す
。
船
橋
市
で
も
防
犯
灯

の
管
理
を
市
に
移
管
し
、
い
っ

き
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、
町
会

自
治
会
の
負
担
軽
減
や
、
電
気

代
の
節
約
な
ど
、
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
答
弁
で
、
残
り
の
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
、
年
間

の
電
気
料
金
の
節
減
効
果
は
年

間
1
灯
あ
た
り
４
５
０
０
円
で
、

総
額
１
億
２
５
９
万
５
５
０
０

円
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

市
長
は
「
よ
り
よ
い
方
法
を
検

討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

共
産
…
日
本
共
産
党
、
自
由
…
自
由
市
政
会
、
公
明
…
公
明
党
、
市
民
…
市
民

共
生
の
会
、
民
進
…
民
進
党
、
清
風
…
船
橋
清
風
会
、
研
政
…
研
政
会

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対
、
△
：
継
続
審
査


